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　東京都心部の交通渋滞を解消する迂回ルートにもなっている首都圏の環状自動車専用道路３本のうち、一
番外側、都心から60㌔圏の首都圏中央連絡自動車道（圏央道）は、一日約５万台の車に利用されています。
　32年前、この圏央道計画には事業実施が危ぶまれるほどの強い反対運動が起こり、特に八王子市から青梅
市までの都内区間（22.5km）で東京に残された貴重な自然が破壊されると心配する市民の声が高まりました。
　当時私は、圏央道建設計画の現場責任者の一人でしたが、「交通渋滞の解消よりも自然を守りたい。高速道路
が環境を壊すなら道路はいらない。お金よりも命が大切」という人たちの気持ちはそのまま理解できました。
　そうした心配に応えるため、より豊かな自然の森で圏央道を包み込んで環境を守りながら、道路づくりをし
ようという方針が打ち出されました。環境影響評価書（環境アセスメント）で「潜在自然植生の構成種を主とす
る樹林を速やかに創造する」と提示し、「圏央道における緑化」と銘打って、ふるさとの森づくりの具体的方法
や実施例を紹介したパンフレットを用意し、全ての環境アセスメントの説明会場で配りました。説明会は小学
校の講堂などで夜7時ごろから始まりましたが、どこでも紛糾し、朝まで続きました。
　「何よりも命が大切」。これは人間の動物的感覚であり本能的感覚です。本質を突き、正しい方向を示す高度
な総合判断――。多くのファクターを分析し、「なんとなくいいな」と感じるか「なんとなく嫌だな」という気持
ちになるか――。総合的に判断し評価する鋭い能力が「感覚」として表れるのではないでしょうか。
圏央道の都内区間の法面やトンネル坑口周辺では、ふるさとの森づくり方法により植えたポット苗たちが見
事な樹林に育っています= 写真。環境アセスメントでは騒音、振動、排気ガスなど多くの評価項目毎に予測値を
計算し、環境基準を下回ると説明しています。しかしこの計算に樹林の効果は全く評価されていません。状況
が多様で、時々刻々生長変化する樹林を数値的に
捉える事が難しいため、「安全側」として無視され
ています。
　多種類の木々が高密度で茂る樹林は煤塵を吸着
し、騒音を下げ、沿道の人々やドライバーに安らぎ
をもたらし、多くの動物の生息場所にもなります。
圏央道建設計画では、こうした容易に計量や計算
ができない樹林の多様な効果に、人々が感覚的な
プラス評価を与え、計画を容認して頂いたのでは
ないか――。30年余り経った現在の偽らざる感慨
です。
　この秋、圏央道の中でも最も反対の強かった八
王子市裏高尾地区で、市民参加の植樹祭を予定しています（2ページ参照）。多くの方に、植樹作業の達成感とそ
の後の森の生長を楽しんでいただきたいと願っています。

（髙野　義武）
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第 9 回ふるさとの森づくり専門家研修第 9 回ふるさとの森づくり専門家研修

（2017年6月23日～25日、横浜市開港記念会館、湘南国際村、横浜情報文化センター）
　3 日間の日程で第 9 回ふるさとの森づくり専門家研修が行われました。初日は
横浜市開港記念会館でオリエンテーションと「ふるさとの森づくりの哲学と日本
の植生」など5つの講座 = 写真㊤、2日目は横須賀市・湘南国際村のめぐりの森・
連携の森でのフィールド研修と実習、3 日目は初会場の横浜情報文化センターで
「災害と森のはたらき」など4つの講座と試験が実施されました。
　カリキュラムでは今回初めて、国際生態学センター（IGES-JISE）の矢ケ崎朋樹
研究員による「植生フィールド研修」が加わりました。現場を歩きながら植物名
の由来や歴史、それぞれの種の特徴、生態の不思議などの解説があり、「奥の深
い植物の世界を垣間見ることができた」と感動した様子の受講生も＝写真㊥。
　実習では、苗木の種類とその特徴について詳しい説明があり、「植樹祭に参
加するだけでは知り得ない準備作業の全工程が体験できた」などと好評でした。
◇懇親会で熱い思いを披露
　今回誕生した植生工学士には NPO 法人役員や造園会社経営者など多彩な
顔ぶれの10人。研修2日目、フィールド実習終了後にJR逗子駅近くの洋食カ
フェバー「KITORI」に移動し懇親会を開催しました = 写真㊦。実習の作業支援
をお願いした特別会員２人、事務局員を含め総勢 15 人が参加。スピーチで自
己紹介と共に「ふるさとの森づくり」に関わり始めたきっかけや、現在の活動、
今後のやりたい事など、熱い思いが披露されました。10 人には 8 月に認定証
と携帯用資格者カードが発行され、植生工学士は累計で133人となりました。
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★植生工学士を紹介する動画を制作しました
▽「第12回めぐりの森植樹祭と森づくりマイスター＜植生工学士＞たち」（4分40秒）～同植樹祭の現場
でおそろいの緑のキャップを被って植樹指導をする植生工学士の皆さんを紹介。HP「植生工学士の声」
をご参照ください。

★ふるさとの森づくりに関わるイベント情報を随時配信しています
▽「森づくりマイスターマガジン」～2016年10月からこれまでに第21号までメール配信。
▽「森づくりマイスターカレンダー」～レナフォHP（ホームページ）内で発信。これまでの主な配信内容は、
国内外の植樹際や育樹イベント、森の調査会、専門家研修、環境フォーラム、宮脇先生のTV特番案内など。
森づくりマイスターマガジンの登録はHPの登録フォームより。登録無料。

★情報提供をお待ちします
▽「ふるさとの森づくり」に関わるイベント情報　～一般市民参加の植樹祭やシンポジウムなどの情報をご
存じの方はご一報ください。マガジンとカレンダーで紹介させていただきます。

★「ふるさとの森づくり」の仲間たち　「会員」募集中です
　レナフォの活動は企業や諸団体の助成金と会員の皆様の年会費に支えられています。詳細はホームペー
ジをご覧ください。会員申込もホームページからどうぞ。

年会費は、個人正会員6,000円　個人賛助会員3,000円　団体正会員100,000円　団体賛助会員 50,000円
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（編集制作：恩田　重男）
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＜基本構想＞
約50年前に中央自動車道建設でできた小仏トンネルの残土の盛土場（東京都八王子市裏高尾町、約9,000㎡）に、
宮脇方式の「ふるさとの森づくり」の手法により、植樹後の維持管理が不要な自然林を速やかに再生。ニセアカシ
アなどの外来植物が茂る荒れ地=写真㊥㊦＝を高尾陣馬自然公園にふさわしい豊かな森に復元する。

＜森林再生の条件＞
現地は中日本高速道路（NEXCO）の所有地。高尾山や小仏峠の登山道入
り口にあり、東海自然歩道に隣接し登山客の目にもよく触れる＝写真㊤。
森林再生にあたって次の3条件を満たすことが求められる。
①都立高尾陣馬自然公園の区域内にあるため、2つの指針「自然公園に
おける法面緑化指針」（環境省自然保護局　2015年10月）と「植栽時
における在来種選定ガイドライン」（東京都環境局　2014年5月）を
遵守すること。
②土壌汚染対策法の制約から掘削の深さは50㎝未満に。
③地元要望として「花が咲く植栽」「道路沿いには日照上の配慮を。」

＜実施計画の概要＞
▽森林再生の方法
「ふるさとの森づくり技術指針」（2010年3月 NPO法人国際ふるさとの森づくり協会編）に準拠する。具体的に
は、その土地の郷土樹種（潜在自然植生）をなるべく多種類選定し、若い苗木（ポット苗）を混植・密植。表土は、
客土などにより有機質を豊かにほっこらと造成し植栽後は全面
に稲わらを敷き詰めてマルチング。植栽後3年間は草抜きを実施
する。

▽植樹事業
　地元などに広く呼びかけて市民参加の植樹祭を開催する。一連
の植樹作業には熟練した専門家（植生工学士）の協力を仰ぐ。

▽想定事業スケジュール
　初年度（2017年）に概ね700㎡、その後4年間は約2000㎡を樹
林化し5年で完工を目途とする。

＜森林再生プロジェクトで期待される効果＞
▽自然豊かで多様性に満ちた森林景観が十数年で再生復元される。
▽市民参加の植樹祭により市民が自ら環境改善に参画し森の生長を見守る喜びを味わうことができるととも
に、それらを次世代に引き継ぐ機会にもなる。

▽鳥類、ほ乳類、昆虫など多様な動物の生育環境を提供し、深根性・直根性の木々の根が斜面安定に貢献する。
▽多様性に富む樹林は保水性に優れ雨水を地下水としてかん養する。

◇高尾小仏の森植樹祭2017・開催要項◇
　・日　　時　2017年10月29日（日）10:00～12:00
　・場　　所  八王子市裏高尾町（710㎡、約2,500本）
　・主　　催　NPO法人国際ふるさとの森づくり協会
　・共　　催　中日本高速道路株式会社（NEXCO）、
　　　　　　  公益社団法人国土緑化推進機構、毎日新聞社
　・後　　援　八王子市（予定）、東京都環境局（予定）
　・特別協力　社会福祉法人進和学園いのちの森づくり友の会
　・助 成 金　国土緑化推進機構「緑の募金」

「高尾小仏の森」森林再生プロジェクト「高尾小仏の森」森林再生プロジェクト その後の森林再生活動その後の森林再生活動

◇第12回湘南国際村めぐりの森植樹祭･第13回レナフォ連携の森植樹祭
（2017年5月14日、神奈川県横須賀市湘南国際村）

　植栽地はB・C地区の大楠山に至る散策路左側緩斜面で延長163.7㍍、斜面横
断長5～8㍍。2日間の準備作業（延べ26人）は13日が強雨下の作業に=写真㊦。
当日は曇天の下、米軍横須賀基地の兵士10人も参加しました =写真㊤。9時15
分からレナフォの髙橋秀行事務局長が植樹リーダーを研修指導。10時からの
開会式では髙野理事長が挨拶を行いました。植樹は12時までに終了、午後に
（一社）Silvaが大地再生方法で試験的植樹を実施しました。

▼主　催：協働参加型めぐりの森づくり推進会議混植・密植グループ
▼共　催：国際ふるさとの森づくり協会
▼後　援：環境省関東地方環境事務所、神奈川県、横須賀市、逗子市、葉山町
▼資金助成：イオン環境財団、東京海上ミレア少額短期保険、横浜銀行、
　　　　　AOI TYO Holdings、ラッシュジャパン
▼植樹実績：370人、860㎡、22種2,580本
▼主な協力団体：テレビ神奈川、進和学園、横浜ゴム、出雲大社相模分祠
▼主な参加者：野瀬裕二神奈川県自治振興部長、長田神明横須賀副市長
▼主な参加団体：全労済、三機工業

◇岩沼市千年希望のお花のこみち植樹会　（2017年5月24日～28日、宮城県岩沼市押分須加原）
　延長約１㌔、両側の法長１㍍の小堰堤（高さ3㍍以下、幅2.5㍍）。長さ5.5㍍ずつ
355ブロックに分け、5日間の作業にレナフォの植生工学士や特別会員延べ78
人が出動。27日は東北大の外国人留学生も参加しました。
▼主　催：森の防潮堤協会
▼共　催：日本フィトセラピー協会
▼特別協賛：アサヒグループホールディングス、(株)三五、輪王寺 
▼植樹実績：558人、34種（ネズミモチ、アオキ、マサキ等）、7,704本
▼主な協力団体：レナフォ、たまもりクラブ、同県立柴田農林高校

◇岩沼千年希望の丘植樹祭 2017 新浜　（2017年5月27日、岩沼市新浜）
　15合丘から新浜橋までの600㍍の区間の両斜面（60ブロック）で、レナフォ
からは上記植樹会のあと18人が参加しました。斜面下が排水不良の湿地帯で、
植栽基盤は粘性土で透水性が悪く、苗木の生長を注視したい。
▼主　催：岩沼市
▼共　催：鎮守の森プロジェクト、森の防潮堤協会、千年希望の丘協会
▼植樹実績：4,000人、10,000㎡、30,000本

◇2017年度ネパール植樹ツアー  ：報告者  室﨑和夫氏（植生工学士第2期生）
　（2017年7月12日～17日、カトマンズ、チャングナラヤン）

　山田養蜂場（岡山県鏡野町、レナフォ団体会員）と横浜市立大学・地球の緑再生講座の企画に、同社員と関東か
らの応募者ら総勢28人。レナフォの植生工学士では登坂璋典さん、福川弘高さんと私が参加しました。
　同社はネパールで2014年から宮脇方式による植樹を実施し、今回は世界
遺産でヒンズー教最古のチャングナラヤン寺院が会場。雨季ながら当日
15日は晴天に恵まれ、アラカシの仲間など10種の苗木2162本を約200人で
植えました。植樹指導は藤原一繪・同大学特任教授（レナフォ理事）。前日に
藤原先生とネパールの植生研究の第一人者、スペディ先生の講演会があり、
意識を高めて本番に臨みました。私は3回目の参加で、3年前に植えた苗の
生育も順調でした。

――高速道路小仏トンネル残土の盛土場の景観復元――


